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金沢駅もてなしドーム

　

前
号
で
は
、
古
き
伝
統
を
伝
え
る
金
沢
に
つ

い
て
主
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
金
沢
に
は
新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ
る

力
も
あ
り
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
金
沢
駅
を
正
面
か
ら
見
た
と
こ

ろ
で
す
。
一
見
お
寺
の
山
門
に
も
似
て
い
ま
す

が
、
柱
の
部
分
は
何
や
ら
不
思
議
な
幾
何
学
模

様
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
和
楽
器
の
一
つ

で
あ
る
鼓
の
形
を
表
し
て
お
り
、「
鼓
門
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
手
前
に
並
ぶ
松
の
木
は
能
舞

台
の
一
の
松
・
二
の
松
・
三
の
松
を
思
わ
せ
ま

す
。
鼓
門
の
内
は
近
代
的
な
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム
に

覆
わ
れ
て
い
て
時
に
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
も
な

り
、
ま
た
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
も
な
り
ま
す
。

古
い
伝
統
の
形
を
現
代
建
築
の
形
で
表
現
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
建
築
計
画
が
で
き
た
と
き
に
は
金
沢
に

こ
ん
な
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム
は
似
合
わ
な
い
と
の
反

対
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、

今
で
は
市
民
も
す
っ
か
り
こ
の
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム

を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

金
沢
は
以
前
、
駅
前
は
あ
ま
り
人
通
り
が
多

く
な
く
、
買
い
物
は
も
っ
ぱ
ら
武
蔵
が
辻
や
香

林
坊
、
片
町
と
い
っ
た
金
沢
駅
か
ら
は
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
で
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
最
近

は
金
沢
駅
隣
接
の
専
門
店
街
で
あ
る
百
番
街
や

駅
前
の
金
沢
フ
ォ
ー
ラ
ス
と
い
っ
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ビ
ル
の
開
業
で
、
県
内
外
の
若
い
人
た
ち

が
金
沢
駅
周
辺
に
も
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
文
化
の
訪
れ
を
告
げ
た
ひ
と
つ
は
オ

第38回通常総会開催地案内 ②

金沢駅

金沢でいんぎらっとしまっし金沢でいんぎらっとしまっし
石川県医師協同組合理事長

小森　貴
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Kanazawa
第38回通常総会開催地案内

身
・
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
幅
広
く
人
材
を
募
り
、

毎
年
数
多
く
の
公
演
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

の
評
価
は
高
く
、
こ
れ
ま
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

に
あ
ま
り
興
味
の
な
か
っ
た
一
般
市
民
も
、
こ

れ
を
機
会
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と

い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
楽
団

が
一
地
方
都
市
に
誕
生
す
る
こ
と
は
大
変
珍
し

く
、
そ
の
辺
に
も
金
沢
の
人
た
ち
の
文
化
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
が
表
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
、
金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
開
館
も

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
絵
画
や
彫
刻
で
は
な
く
、
現
代
ア
ー

ト
の
美
術
館
で
、
同
時
に
教
育
、
創
造
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
な
ど
、「
ま
ち
の
広
場
」と
し
て
の

役
割
を
担
う
新
し
い
美
術
館
活
動
を
展
開
し
て

ま
す
。
建
物
は
表
と
裏
の
な
い
ガ
ラ
ス
の
ア
ー

ト
サ
ー
ク
ル
が
採
用
さ
れ
、
明
る
さ
や
開
放
感

ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
誕
生
で

す
。
城
下
町
、
伝
統
芸
能
の
町
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
は
似
合
わ
な
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
楽
団

が
、
石
川
県
や
金
沢
市
が
中
心
と
な
っ
た
石
川

県
音
楽
文
化
振
興
事
業
団
を
運
営
母
体
と
し
、

故
岩
城
宏
之
氏
を
音
楽
監
督
に
迎
え
て
活
動
を

開
始
し
た
の
は
1
9
8
8
年
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
楽
団
は
地
方
を
本
拠
と
し
な
が
ら
も
出

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
服
を
着
た
ま
ま
で
入

っ
て
外
を
眺
め
る
プ
ー
ル（
？
）と
い
っ
た
楽
し

い
作
品
も
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
兼
六
園
、
金
沢
城
公
園
な

ど
か
ら
程
近
く
、
市
民
や
観
光
客
が
い
つ
で
も

気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
出
会
い

や
体
験
が
可
能
と
な
る
公
園
の
よ
う
な
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
に
全
医
協
連

の
福
祉
研
修
会
を
金
沢
で
開
催
し
た
際
に
、
当

時
こ
の
美
術
館
長
で
あ
っ
た
蓑　

豊
氏
の
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
ご
記
憶
に
あ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
金
沢
で
の
楽
し
み
の
一
つ
は
食
べ
物

が
お
い
し
い
こ
と
で
す
。
冬
の
味
覚
の
代
表
格

は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
有
名
で
す
が
、
今
年
の
解
禁

日
は
11
月
7
日
と
聞
い
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
総
会
の
懇
親
会
に
は
新
鮮
な
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を

提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
カ
ニ
を

食
べ
た
い
方
は
ぜ
ひ
総
会
後
に
も
う
一
度
金
沢

に
お
越
し
下
さ
い
。

　

金
沢
に
は「
近
江
町
」と
呼
ば
れ
る
市
場
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
近
江
商
人
が
作
っ
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
金
沢
市
民

の
台
所
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
カ
ニ
漁
解

禁
の
日
に
は
い
っ
せ
い
に
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
並
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
甘
エ
ビ
な
ど
日

本
海
の
魚
介
類
や
加
賀
野
菜
な
ど
新
鮮
な
食
材

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
市
場
は
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
に
も
紹
介
さ

れ
て
い
て
、
団
体
客
が
大
型
バ
ス
で
乗
り
付
け

金沢21世紀美術館
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ま
た
、
茶
の
湯
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

多
く
の
銘
菓
が
生
ま
れ
ま
し
た
。金
沢
は
京
都
・

松
江
と
並
ぶ
三
大
和
菓
子
処
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

表
題
に
書
い
た「
い
ん
ぎ
ら
っ
と
し
ま
っ
し
」

と
い
う
の
は
金
沢
弁
で
、「
ゆ
っ
た
り（
の
ん
び

て
買
い
物
す
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
以
前

は
ほ
と
ん
ど
の
店
は
日
曜
休
業
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
平
成
21
年
に
再
開
発
ビ
ル「
近
江
町

い
ち
ば
館
」が
完
成
、
現
在
は
日
曜
日
で
も
か

な
り
多
く
の
商
店
は
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
増

え
た
よ
う
で
す
。

り
）し
て
下
さ
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。
恐
ら
く

先
生
方
は
学
会
や
会
議
等
で
金
沢
を
訪
れ
た
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
と
は
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

11
月
の
総
会
に
は
な
る
べ
く
ゆ
っ
く
り
と
し
た

日
程
で
お
越
し
い
た
だ
き
、「
い
ん
ぎ
ら
っ
と
」

し
て
い
く
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

仙台から約1時間（全日空）

羽田から約1時間（全日空・日本航空）
成田から約1時間15分（全日空）

札幌（千歳）から
約1時間30分（全日空）

福岡から
約1時間20分

那覇から約2時間10分
（日本トランスオーシャン航空）

長岡ICから
金沢東ICまで約243km

名古屋ICから
金沢西ICまで約252km

京都南ICから
金沢西ICまで
約255km

東京ICから金沢ICまで約578km
練馬ICから金沢東ICまで約455km

東海道新幹線（米原のりかえ）
ひかり－しらさぎ約4時間
上越新幹線（越後湯沢のりかえ）
とき－はくたか約3時間50分

東海道新幹線（米原のりかえ）
ひかり－しらさぎ約2時間20分
しらさぎ約2時間50分

サンダーバード
約2時間30分

静岡から約1時間
（フジドリームエアラインズ）

金沢

北海道新潟

福岡

沖縄

京都

大阪
東京

静岡

宮城

名古屋

近江町市場

Kanazawa
第38回通常総会開催地案内

（
写
真
提
供
・
金
沢
市
）
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　金沢の焼き物といえば
皆さん九谷焼を連想され
るでしょうが、大樋焼も
また江戸時代から伝わる
金沢の代表的な焼き物で
す。
　大樋焼は、寛文6年
（1666年）加賀藩の茶道
奉行として裏千家四代、
千
せん

宗
そう

室
しつ

仙
せん

叟
そう

が五代藩主前
田綱紀公の命により招か
れた際、京都在住の楽一
入の門人、土

は

師
じ

長
ちょう

左
ざ

衛
え

門
もん

を金沢に同道した事より
始まりました。長左衛門
は金沢東郊の大樋村に最
良の土を見い出し、仙叟の好みの茶器を焼成、
340年余、十代にわたる大樋焼の祖となりました。
　初代長左衛門の作風は京都の楽焼とは異なり、
その作品は一見稚拙にも見えますが、荒々しさを
残した雅趣に富んだもので、大樋焼の大きな特徴
である飴

あめ

釉
ゆう

の釉
ゆう

薬
やく

を用い、加賀の茶陶として独自
の道を切り開いていきました。

　現在、金沢市橋場町にある「大樋美術館」では、
初代長左衛門から現代まで、歴代の大樋焼と加賀
金沢の茶道文化に触れることができます。楽家か

ら贈られた飴釉、仙叟
好みの意匠、そして
代々の創意が加えられ
た歴代の作品を中心に
大樋焼340年の歳月と
現在、そして新たなる
伝統を重ねる姿を三つ
の展示室に展開してい
ます。
　第一室には茶道のみ
ならず加賀の美術工芸
に大きな影響を与えた
裏千家の始祖・四世仙
叟宗室居士と初代長左

衛門の作品を展示されて
います。
　それまでの均整のとれ
た唐物とは異なり、手で
捏ねて形づくり、焼成時
に自然に発色した素朴な
茶碗の色はまさに侘びの
心に通じるものです。
　加賀の地には加賀の茶
道を、そして加賀にふさ
わしい茶陶をと生み出し
た意匠の一つが渦文です。
仙叟の屋敷近くに流れて
いた川に泳ぐ川海老を水
指の摘みに、胴には川の
流れをあらわす水波紋を

刻んだ「飴釉海老摘手付水指」は仙叟好みの意匠と、
初代の優れた造形力が合わさった作品です。その
姿は利休にはじまる茶道の心を伝え、侘びの極意
を知ることができます。師弟関係を越え、芸術家
同士の人間的なつながりを通じて、互いに高めあ
った仙叟と長左衛門の交流が、加賀金沢に侘びの
心を伝え、茶陶の道を開きました。
　今般金沢で全国医師協同組合連合会の総会を開
催するに当たり、参加者記念品として、当館長で
ある十代大樋長左衛門氏（文化功労者・日本芸術院
会員・日展顧問）に作品製作を依頼しましたところ
ご快諾をいただきました。どのような作品が出来
上がるか、どうか皆様楽しみにご来沢下さい。

（写真提供：大樋美術館）

大
お お

 樋
ひ

 美 術 館 と 大
お お

 樋
ひ

 長 左 衛 門

大樋美術館

大樋長左衛門

●大樋釉海老摘手付水指
初代長左衛門作
石川県指定文化財
（大樋美術館所蔵）

●大樋釉茶碗　銘「聖」
初代長左衛門作
（大樋美術館所蔵）
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今
、
南
ア
フ
リ
カ
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ（
W
杯
）で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
日

本
か
ら
も
多
数
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
行
く
で
あ
ろ

う
。
入
国
へ
の
ル
ー
ト
は
種
々
あ
る
が
、
筆
者

は
宮
崎
→
成
田
→
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
→
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
グ
の
ル
ー
ト
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
を

利
用
し
た
。

　

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
の
学
会
前
に
、
ビ
ク
ト
リ

ア
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
見
物
を
計
画
し
た
。
今
ま
で

ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
イ
グ
ア
ス
の
滝
を
見
て
い
る
の

で
、
こ
の
滝
を
見
れ
ば
世
界
三
大
瀑
布
を
見
た

こ
と
に
な
る
。

　

成
田
→
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
7
時
間
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
か
ら
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
ま
で
10
時
間

の
フ
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で

乗
換
え
て
、
南
ア
航
空
で
ビ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ

ー
ル
ズ
に
向
う
。
手
助
け
し
て
も
ら
っ
た
の
は

日
本
の
旅
行
会
社
と
提
携
し
て
い
る
現
地
旅
行

会
社
で
、
そ
こ
の
職
員
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
陰
で
、
名
前
を
漢
字
で

印
刷
し
た
ボ
ー
ド
を
掲
げ
て
、
ゲ
ー
ト
出
口
で

迎
え
て
く
れ
た
。

　

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
空
港
で
は
、
荷
物
の
紛
失

が
多
い
の
で
、
ビ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
ま

で
の
通
し
と
せ
ず
、
面
倒
で
も
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

グ
で
一
旦
荷
物
を
受
け
と
っ
て
下
さ
い
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
、
日
本
旅
行
社
か
ら
出
発
前
に
あ

っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
で
少
々
時
間
が
あ
り
、

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
空
港
内
の
土
産
店
を
見
て
廻

ビクトリア・フォールズ
全医協連監事

西村  篤乃

ケープタウンで開かれた学会（FIGO）出席の前に
世界三大瀑布の一つビクトリア・フォールズを訪れた。

今回は、その旅内容をご紹介します。

FIGO（Federation of international Gynecology and Obstetrics）：国際産科婦人科連合



写真②　空港内の土産店

写真④　ホテル玄関へのプロムナード 写真③　空港より市街地への道

写真①　土産品の駝鳥の卵と鶏卵
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っ
た〈
写
真
①
②
〉。

　

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
か
ら
2
時
間
で
ビ
ク
ト
リ

ア
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
空
港
に
到
着
。
宮
崎
空
港
ほ

ど
の
小
さ
い
空
港
だ
が
、
観
光
客
は
非
常
に
多

い
。

　

ジ
ン
バ
ブ
エ
入
国
に
は
ビ
ザ
が
必
要
だ
が
、

イ
ン
フ
レ
率
が
数
十
万
％
と
か
で
、
入
国
ビ
ザ

の
料
金
は
30
米
ド
ル
で
取
得
。
ジ
ン
バ
ブ
エ
で

は
、
米
ド
ル
が
便
利
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
両

替
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
本
に
よ
る
と
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
使
用
も
要
注
意
と
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
極
力
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
支
払
う
と
決
め
、

小
額
の
米
ド
ル
を
沢
山
用
意
し
た
。

　

空
港
よ
り
20
分
で
ビ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ル

ズ
ホ
テ
ル
に
到
着〈
写
真
③
④
⑤
〉。
あ
ま
り
使

用
し
な
い
英
語
も
な
ん
と
か
通
じ
た
の
は
あ
り

が
た
か
っ
た
。

　

ビ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
ホ
テ
ル
は
、

1
9
0
4
年
創
業
で
歴
史
あ
る
ク
ラ
シ
カ
ル
か

つ
優
雅
な
内
装
で
、
テ
ラ
ス
か
ら
は
ビ
ク
ト
リ

ア
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
大
橋
が
正
面
に
見
え
る
。
英

王
室
や
各
国
首
脳
も
宿
泊
し
た
伝
統
あ
る
ホ
テ

ル
で
あ
る
。

　

ホ
テ
ル
の
裏
庭
に
は
、
イ
ボ
イ
ノ
シ
シ
が
草

を
喰
べ
て
お
り
、
首
が
短
か
い
た
め
に
、
喰
べ

る
時
は
前
足
を
つ
い
て
喰
べ
る
の
だ
そ
う
だ
。

ま
た
ジ
ャ
カ
ラ
ン
タ
の
花
が
今
が
盛
り
と
美
し

い
紫
色
で
迎
え
て
く
れ
た
。

　

朝
食
堂〈
写
真
⑥
〉へ
の
道
に
は
、
石
像
の
彫



写真⑤　ビクトリア・フォールズ ホテル

写真⑧　ビクトリア・フォールズ 入口 写真⑦　クルーズ

写真⑥　朝食堂
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刻
が
両
側
に
あ
り
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

石
像
に
つ
い
て
は
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
国
内
に
住
む

シ
ョ
ナ
族
が
作
り
始
め
た
シ
ョ
ナ
彫
刻
が
有
名

で
あ
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
し
た
石
の
彫
刻
で

欧
米
で
評
価
を
得
て
い
る
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
：
ビ
ク
ト
リ
ア
の
滝

の
上
流
、
ザ
ン
ベ
ジ
川
を
ゆ
っ
た
り
と
進
む
サ

ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
に
出
か
け
た〈
写
真
⑦
〉。

　

ザ
ン
ベ
ジ
川
は
、
ザ
ン
ビ
ア
西
部
を
縦
断
し
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
と
ザ
ン
ビ
ア
の
国
境
線
を
形
成
す

る
、
ア
フ
リ
カ
第
4
の
大
河
で
あ
る
。

　

船
は
双
胴
船
な
の
で
広
く
、
屋
外
レ
ス
ト
ラ

ン
の
雰
囲
気
で
あ
る
。
広
大
な
川
に
沈
み
ゆ
く

太
陽
を
満
喫
で
き
た
。
こ
の
日
は
暑
か
っ
た
の

で
、
こ
こ
ち
よ
い
川
面
か
ら
の
風
と
夕
日
の
お

陰
で
ビ
ー
ル
も
と
て
も
美
味
し
く
感
じ
た
。

　

ホ
テ
ル
に
帰
り
、
デ
ィ
ナ
ー
の
予
約
し
て
い

た
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
ル
ー
ム

に
向
か
っ
た
。
こ
の
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
ル
ー
ム

は
、
か
つ
て
は
舞
踏
会
が
開
か
れ
、
厳
格
な
ド

レ
ス
コ
ー
ド
が
あ
っ
た
格
調
高
い
レ
ス
ト
ラ
ン

で
あ
る
。
近
年
は
旅
行
者
が
モ
ー
ニ
ン
グ
等
持

っ
て
旅
し
な
い
の
で
、
ス
マ
ー
ト
な
カ
ジ
ュ
ア

ル
も
許
さ
れ
る
が
、
一
応
タ
イ
で
も
し
め
て
、

そ
れ
な
り
の
身
づ
く
ろ
い
で
夕
食
に
着
席
し
た
。

南
ア
産
の
ワ
イ
ン
と
音
楽
で
2
〜
3
時
間
も
か

け
て
夕
食
を
楽
し
ん
だ
。
た
ま
に
は
こ
ん
な
夕

食
も
い
い
も
の
で
す
ね
。

　

ビ
ク
ト
リ
ア
の
滝
：
1
8
8
5
年
イ
ギ
リ
ス



写真⑨　ビクトリア・フォールズ

写真⑫　縞馬 写真⑪　ホテル裏庭から

写真⑩　リビングストン ホテル
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の
探
検
家
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
女
王
の
名
を
と
り
、

ビ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
と
命
名
さ
れ
た〈
写

真
⑧
〉。
ザ
ン
ベ
ジ
川
の
緩
や
か
な
水
は
轟
音

を
と
ど
ろ
か
せ
ビ
ク
ト
リ
ア
滝
壺
に
落
ち
、
水

煙
と
な
っ
て
1
5
0
ｍ
以
上
も
上
空
に
舞
い
上

る
。
最
大
幅
1
7
0
0
ｍ
で
道
順
が
表
示
さ
れ
、

メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ル
ズ
、
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ャ
ラ
ッ

ト
、
デ
ビ
ル
ズ
キ
ャ
ラ
ッ
ト
等〈
写
真
⑨
〉、
六

つ
の
パ
ー
ト
に
分
れ
て
い
る
。
あ
い
に
く
の
雨

の
た
め
、
レ
イ
ン
ボ
ー
滝
に
は
残
念
な
が
ら
虹

は
で
て
な
か
っ
た
。

　

午
後
は
雨
も
止
み
、
国
境
を
越
え
て
ザ
ン
ビ

ア
か
ら
滝
を
見
に
行
っ
た
。
昼
食
は
、
リ
ビ
ン

グ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル〈
写
真
⑩
〉で
取
る
よ
う
に
車

を
ま
わ
し
て
も
ら
っ
た
。
滝
の
上
流
に
位
置
す

る
こ
の
ホ
テ
ル
の
裏
庭
か
ら
は
、
ビ
ク
ト
リ
ア

の
滝
の
水
煙
が
上
っ
て
お
り
、
庭
に
は
の
ん
び

り
し
た
縞
馬
を
見
な
が
ら
昼
食〈
写
真
⑪
⑫
〉。

　

翌
日
は
晴
天
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
滝

上
空
遊
覧
は
壮
大
で
虹
も
か
か
り
素
晴
ら
し
か

っ
た
。
ヘ
リ
に
搭
乗
す
る
時
と
降
り
る
時
の

我
々
カ
ッ
プ
ル
の
ビ
デ
オ
写
真
を
ビ
デ
オ
の
前

と
後
に
編
集
し
、
中
は
観
光
用
に
撮
影
さ
れ
た

上
空
か
ら
の
ビ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
C
D

を
記
念
に
購
入
し
た
。
な
か
な
か
商
売
上
手
で

あ
る
。
午
後
に
は
学
会
参
加
の
た
め
ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
に
向
っ
た
。
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京都保事協

渡邊一幹

民間生薬はナルコユリの根茎（黄精）
を、漢方生薬はシソ（蘇葉・紫蘇葉）を
取り上げてみました。

しょう やく おう せい

しょう やく そ よう そし よう

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく薬 に な る 植 物 1

は中国由来の一年草の栽培植物で
ある。葉も種子も日常生活には馴

染みのもので、梅干・しば漬け・刺身の添え物などに利用されている。紫蘇
の香りはペリルアルデヒドなどの精油成分に由来し、必須脂肪酸のα-リ
ノレン酸も含まれるため、アレルギー予防やガン予防にも効果があると考
えられている。これら成分を含む紫蘇には、生臭さを消す働き、防腐・殺菌
作用や魚蟹中毒防止作用が存在するために古来より利用されてきた。その
ため、魚や蟹で蕁麻疹が出た時は、紫蘇の葉を食べたり絞った汁を飲んだ
りして毒を中和し、また胃の具合が悪く食欲がない時や風邪気味のときも
葉を味噌汁に入れたりして利用される。漢方では、このシソ（紫蘇・紫蘇子）
の性味は辛・温であり、辛温芳香で気をめぐらせる作用が強く、経

けい

絡
らく

では、
肺・脾・胃経に入る。それゆえ紫蘇は、肺の働き（呼吸機能、気の生成作用、
汗腺・体温調節・免疫機能、嗅覚機能など）を強め、脾や胃の働きを強める
ことによって、発汗解熱したり、気を流して鬱を治したり、脾と肺の気の
滞りを治し、咳が出て胸が苦しくなるのを治したりする。また胎児安定を
図ったり、魚蟹毒の腹痛吐瀉に
利用したりもする。そこで古来
いろいろな漢方処方に利用され
てきた。蘇葉は鬱や神経症など
の時に使用する半

はん

夏
げ

厚
こう

朴
ぼく

湯
とう

、胃
腸虚弱な人の感冒や胃腸疾患に
使用する香

こう

蘇
そ

散
さん

、喘息や気管支
炎に使用する神

しん

秘
ぴ

湯
とう

・蘇
そ

子
し

降
こう

気
き

湯
とう

・喘
ぜん

四
し

君
くん

子
し

湯
とう

などに配合され
ている。

シソ（紫蘇・紫蘇子）

青シソ葉（大葉）

アマドコロ

30年もの赤ジゾと梅干刺身と赤ジソと青ジソ斑入りアマドコロ

参考

ナルコユリに似た植物
に同じユリ科のアマド
コロ（生

しょう

薬
やく

名：萎
い

蕤
ずい

、
玉
ぎょく

竹
ちく

)がある。同じく滋
陰薬であるが、こちら
は漢方生

しょう

薬
やく

として使用
され、経絡では肺・胃
経
けい

絡
らく

に入るため、肺胃
の津
しん

液
えき

が虚になり燥熱
が生じた時に他の生

しょう

薬
やく

と共に用いられる。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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京都保事協

渡邊一幹

民間生薬はナルコユリの根茎（黄精）
を、漢方生薬はシソ（蘇葉・紫蘇葉）を
取り上げてみました。

しょう やく おう せい

しょう やく そ よう そし よう

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく薬 に な る 植 物 1

は野山に見られ
る多年草である。

一般には滋養・強壮薬として民間で使用されてきた。俳人一茶はと
てもこの黄精酒を好み、52歳から62歳で死亡するまで、3人妻を迎え、
5人の子供を創ったという。また江戸時代の遊女屋では東北南部で
作られた黄精の砂糖漬けが、精力剤としてかなり出回っていたとい
う記載がある。この砂糖漬けの味もなかなか美味である。黄精酒の
作り方は、黄精200g、氷砂糖300g、ホワイトリカー1.8ℓを密閉容器
のビンに入れ、六ヶ月置く。飲用量は一回20cc、一日60ccまでが適
量とされる。また黄精4〜12g（一日量）をそのまま水で煎じて服用し
ても効果がある。この煎じ液は甘くて飲みやすい。黄精の性味は甘・
平であり、経絡では脾・肺・腎経に入り、脾の働き（摂取した栄養を各
組織に届け、血管を補強したりするなど）の気力を補い、脾の精を益
し、肺を潤して咳を止め、腎の働き(精力機能・腎臓機能・骨や脳の機
能・聴覚、大小便機能・髪の発育など）を補う作用がある。したがって
疲れて食が進まず、お腹が張り、コロコロの便しか出ない時、口の
乾燥があり、空咳や精力減退・足腰の弱り、耳鳴り眩暈などを起こす
人に効果がある。

黄
おう

精
せい

（ナルコユリの根茎）

ナルコユリの花

蕾のナルコユリ

黄精煎じ液

黄精砂糖漬け

黄精酒

黄精 500g
¥1,300
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し
か
け
て
き
た
の
に
び
っ
く
り
し
て
、〝
日
本

語
が
お
上
手
で
す
ね
〟と
話
す
と
、
彼
は
東
京

に
40
年
住
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、
2
度
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　

ド
バ
イ
は
雨
が
極
端
に
少
な
い
の
で
す
が
、

コ
ー
ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
日
本
の
コ
ー
ス
と
遜

色
な
く
、
す
べ
て
の
木
々
に
は
散
水
装
置
が
施

さ
れ
て
、
豊
か
な
緑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ド

バ
イ
の
水
は
海
水
を
浄
化（
日
本
の
技
術
が
生

か
さ
れ
て
い
る
）し
て
使
用
し
て
い
て
、
1
リ

ッ
ト
ル
が
35
円
で
ガ
ソ
リ
ン
と
同
じ
値
段
で
す
。

プ
レ
ー
フ
ィ
は
日
本
の
名
門
コ
ー
ス
と
同
じ
く

ら
い
で
、
1
人
2
・
5
万
〜
3
万
円（
カ
ー
ト
使

用
）と
や
や
高
額
に
な
る
の
も
や
む
を
え
ま
せ

ん
。
こ
ち
ら
の
コ
ー
ス
の
特
徴
は
サ
ン
ド
ト
ラ

ッ
プ
と
い
っ
て
広
い
砂
地
が
広
が
っ
て
、
潅
木

や
草
む
ら
が
生
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
は

ソ
ー
ル
を
し
て
ボ
ー
ル
を
打
て
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
距
離
も
か
な
り
長
く
ブ
ル

ー
テ
ィ
か
ら
6
7
0
0
Y
位
あ
り
、
パ
ー
3
で

1
9
0
Y
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
に
は
苦
労
し
ま
し
た
、

そ
し
て
ク
リ
ー
ク
も
所
々
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
の
周
囲
の
風
景
は
一
面
木
々
に
囲

ま
れ
た
山
の
中
で
す
が
、
ド
バ
イ
で
は
周
囲
が

高
層
ビ
ル
群
が
乱
立
し
て
い
る
所
に
囲
ま
れ
て

い
て
、
異
次
元
の
世
界
の
よ
う
な
光
景
で
し
た

（
写
真
1
）。

　

二
日
目
の
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
G
C
は
リ
ン
ク

ス
・
ラ
ン
ド
ス
タ
イ
ル
の
コ
ー
ス
で
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
申
し
分
な
く
、
フ
ラ
ッ
ト
で
直
線
上

　

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
か
ら
30
年
。
海
外
は
10
カ

国
余
り
を
ゴ
ル
フ
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
本
土
、

ハ
ワ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
プ
ー

ケ
ッ
ト
、
台
湾
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ド
バ
イ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
プ
レ
ー
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

今
年
2
月
の
ド
バ
イ
旅
行
の
体
験
を
書
き
、
こ

れ
か
ら
ご
旅
行
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
々
の
ご

参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
渦
中
に
あ
る
タ
イ
ガ
ー
ウ

ッ
ズ
選
手
は
ド
バ
イ
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
彼
と

し
て
は
初
め
て
の
ゴ
ル
フ
場
を
ド
バ
イ
に
造
る

よ
う
手
掛
け
て
約
2
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も
あ
り
未
だ
に
完
成

し
て
い
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
私
達
は
タ
イ
ガ

ー
の
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
す
る
目
的
は
達
成
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ド
バ
イ
屈
指
の
素
晴
ら

し
い
エ
ミ
レ
ー
ツ
G
C
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
G
C
、

ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
・
ゴ
ル
フ
＆
ヨ
ッ
ト
ク
ラ

ブ
の
3
カ
所
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ド
バ
イ
の
コ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
フ
ラ
ッ
ト

で
、
2
月
上
旬
の
気
温
は
25
度
で
湿
度
が
低
く

ボ
ー
ル
が
日
本
よ
り
か
な
り
飛
び
ま
し
た
。

　

エ
ミ
レ
ー
ツ
G
C
は
丁
度
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ツ

ア
ー
の
初
戦
が
行
わ
れ
て
お
り
、
T
V
で
ヒ
メ

ネ
ス
と
リ
ー
ウ
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
プ
レ
ー
オ
フ

を
放
映
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
マ
ジ

リ
ス
と
フ
ァ
ル
ド
コ
ー
ス
の
36
ホ
ー
ル
で
、
私

達
は
カ
ー
ト
が
使
用
で
き
る
フ
ァ
ル
ド
コ
ー
ス

を
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
。
前
の
組
に
イ
ン
ド
人

ら
し
き
人
が〝
今
日
は
〟と
流
暢
な
日
本
語
で
話

趣味のゴルフ旅行
〈ドバイ編〉

京都保事協

岡田勝彦
写真１



オマーン

ドバイ

アラブ首長国
連邦

イエメン

サウジアラビア

バーレーン

クウェート

カタール

紅海

インド洋

ホルムズ海峡

イラン
イラク

ペルシャ湾

15● JMC NEWS（全医協連ニュース）― No.117

に
グ
リ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
見
渡
せ
る
コ
ー
ス
で

す
。
10
フ
ィ
ー
ト
位
の
高
速
グ
リ
ー
ン
で
、
常

に
中
東
の
ベ
ス
ト
コ
ー
ス
の
1
，
2
を
争
っ
て

い
る
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
で
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

人
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、
商
社
の

経
営
者
で
英
語
に
堪
能
で
、
ド
バ
イ
に
来
る
た

び
に
こ
の
コ
ー
ス
専
用
の
5
つ
星
の
宿
泊
施
設

に
滞
在
す
る
と
の
こ
と
。
こ
の
コ
ー
ス
に
は
洗

練
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
有
名
な
ト
ル
ー
ン
・

ゴ
ル
フ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
そ

し
て
ス
パ
等
の
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
も

し
再
び
ド
バ
イ
に
く
る
機
会
が
あ
れ
ば
こ
の
5

つ
星
コ
テ
ー
ジ
で
泊
ま
っ
て
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
コ
ー
ス
、
ド
バ
イ
ク
リ
ー
ク
＆
ヨ
ッ

ト
ク
ラ
ブ（
写
真
2
）は
街
の
中
心
に
あ
り
な
が

ら
素
晴
ら
し
い
光
景
の
ク
リ
ー
ク
沿
い
に
広
が

る
フ
ラ
ッ
ト
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ハ
ザ
ー
ド
、
サ
ン

ド
ト
ラ
ッ
プ
が
い
た
る
所
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
終
18
番
ホ
ー
ル
の
ク
リ
ー
ク
越
え
の
グ

リ
ー
ン
を
狙
う
シ
ョ
ッ
ト
に
は
、
か
な
り
高
度

で
勇
気
の
い
る
シ
ョ
ッ
ト
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
カ
ナ
ダ
人
と
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
3
日
間
と
も
日
本
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

は
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
2
月
上
旬
と
い
う

時
期
の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
滞
在
し
た
の
は
ド
バ
イ
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
ブ
ル
ジ
ュ
・
ア
ル
・
ア
ラ

ブ（
写
真
3
）で
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
よ
り
も
高
い
ホ

テ
ル
で
す
。部
屋
の
す
べ
て
が
7
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
か
れ
た
ス
ィ
ー
ト
タ
イ
プ
で
ア
メ
ニ
テ

ィ
グ
ッ
ズ
は
エ
ル
メ
ス
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

妻
は
ブ
ル
ジ
ュ
・
ア
ル
・
ア
ラ
ブ
の
18
階

（
2
0
0
m
の
高
さ
に
あ
る
）に
あ
る
ア
ッ
サ
ワ

ン
・
ス
パ
で
ア
ラ
ビ
ア
の
女
王
様
の
気
分
を
味

わ
っ
て
き
た
よ
う
で
、
大
き
な
プ
ー
ル
の
ジ
ャ

グ
ジ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
総
ガ
ラ
ス
張
り

で
ア
ラ
ビ
ア
の
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
に
差
し
込
み
、

こ
の
プ
ー
ル
か
ら
見
下
ろ
す
ジ
ュ
メ
イ
ラ
・
ビ

ー
チ
の
眺
め
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
か
っ
た
よ

う
で
す
。
エ
ス
テ
は
最
高
の
も
て
な
し
で
、
コ

ス
メ
はL

a P
rairie

な
ど
の
最
上
級
の
も
の
を

使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
達
が
滞
在
し
た

部
屋
は
す
べ
て
ア
ラ
ビ
ア
湾
を
望
む
オ
ー
シ
ャ

ン
ビ
ュ
ー
で
1
階
は
居
間
と
ト
イ
レ
で
、
2
階

は
寝
室
と
バ
ス
ル
ー
ム
と
ト
イ
レ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
海
外
で
い
つ
も
不
満
に
思
う
の

は
ど
ん
な
高
級
ホ
テ
ル
で
も
ま
だ
ウ
オ
ッ
シ
ュ

レ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
ね
。
プ

ー
ケ
ッ
ト
の
ホ
テ
ル
で
は
ト
イ
レ
の
近
く
に
ホ

ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、

日
本
で
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
外
国
人
は
自
国

に
帰
る
と
き
は
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を
調
達
す
る

そ
う
で
す
。
部
屋
に
は
コ
ン
セ
ル
ジ
ュ
が
常
駐

し
て
い
て
、
色
々
な
手
配
か
ら
全
て
の
手
助
け

を
や
っ
て
く
れ
る
の
で
、
非
常
に
助
か
り
ま
し
た
。

　

朝
早
く
起
床
し
て
ゴ
ル
フ
の
ス
タ
ー
ト
前
に
、

最
上
階
の
ア
ラ
ビ
ア
湾
を
眼
下
に
望
む
温
水
プ

ー
ル
で
ひ
と
泳
ぎ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
プ
ー
ル

は
ホ
テ
ル
の
外
側
に
飛
び
出
し
て
い
て
、
宙
に

写真２
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ブルジュ・アル・アラブ

高さは321m。世界でもトッ
プクラスの高層建築であ
り、目を見張るような吹き
抜けを誇る。全202室が全
てメゾネットタイプとなっ
ており、2階構造。1階が居
間などで2階が寝室などに
当てられており、アラビア
海や砂漠の景色を一望でき
る。また、建物上部にある
円状のヘリポートは、ゴル
フ練習場や貸切のテニス
コートになったりする。
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プ
ン
し
た
の
は
1
9
7
1
年
の
こ
と
で
し
た
。

紀
元
前
5
0
0
0
〜
8
世
紀
の
発
掘
品
や
装
飾

品
、
真
珠
養
殖
の
道
具
な
ど
、
ド
バ
イ
の
歴
史

や
財
産
が
数
多
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
ド
バ
イ
の
歴
史
を
ま
と
め
た
映
像
が
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
貿
易
の
中
心
国
か

ら
産
油
国
、
金
融
の
中
心
国
、
そ
し
て
な
ん
で

も
世
界
一
の
施
設
を
造
っ
て
観
光
立
国
へ
と
、

こ
こ
わ
ず
か
30
年
で
ド
バ
イ
が
ど
ん
な
変
貌
を

遂
げ
た
か
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
ド
バ
イ
の

人
口
は
2
3
0
万
人
で
す
が
80
％
は
他
国
か
ら

の
労
働
者
で
、
金
融
危
機
と
は
い
う
も
の
の
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
は
働
か
な
く
て
も
豊
か
な

生
活
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
並
は
ど
こ
か

に
似
か
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
が
、

ド
バ
イ
の
首
長
が
50
年
前
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

参
考
に
し
て
街
を
創
っ
た
そ
う
で
す
。
今
や
彼

の
夢
見
た
ご
と
く
中
東
一
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
と

な
り
ま
し
た
。
水
上
タ
ク
シ
ー「
ア
ブ
ラ
」に
乗

っ
て
入
江
を
渡
り
船
着
き
場
に
到
着
後
、
ゴ
ー

ル
ド
ス
ー
ク
、
金
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
装
飾
品

の
店
が
連
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
散
策
し
ま
し

た
。
特
に
金
の
値
段
が
安
い
と
い
う
感
じ
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ジ
ュ
メ
イ
ラ
・
モ
ス
ク
は
、
ド
バ
イ
で
最
も

美
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
モ
ス

ク
で
、
真
っ
白
い
ド
ー
ム
と
2
本
の
ミ
ナ
レ
ッ

ト
を
持
つ
そ
の
姿
は
、
静
謐
で
凛
と
し
た
佇
ま

い
で
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
時
代
の
伝
統
を
活
か

し
な
が
ら
も
、
モ
ダ
ン
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ

浮
い
た
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
と
い
う
何
と
も
言
え
な

い
爽
快
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
か

ら
橋
を
渡
っ
て
み
る
と
、
白
い
砂
浜
が
一
面
に

広
が
っ
て
い
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
が
ジ
ュ

メ
ラ
・
ビ
ー
チ（
写
真
4
）で
ペ
ル
シ
ャ
湾
を
望

む
砂
浜
を
散
策
し
ま
し
た
が
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
、

サ
ン
セ
ッ
ト
と
も
素
晴
ら
し
い
風
景
で
し
た
。

ゴ
ル
フ
が
早
く
終
わ
っ
た
2
日
目
は
、
夕
方
か

ら
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。
4
W
D
が
10
台
連
な
っ
て
、
郊
外
に

広
が
る
砂
漠
の
傾
斜
度
30
度
も
あ
り
そ
う
な
壁

の
よ
う
な
砂
丘
を
登
っ
た
り
下
り
た
り
す
る
ド

ラ
イ
ブ
は
、
ま
さ
に
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に

乗
っ
た
気
分
で
、
あ
ま
り
に
も
強
烈
で
気
分
が

悪
く
な
り
、
冷
や
汗
を
か
き
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

そ
れ
で
も
砂
丘
の
頂
上
に
着
く
と
そ
こ
か
ら
は
、

さ
ざ
波
模
様
を
描
い
て
無
限
に
広
が
る
砂
漠
に
、

太
陽
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
を
投
げ
か
け
て
沈
ん

で
行
く
の
が
神
秘
的
で
し
た
。
そ
の
あ
と
砂
漠

の
キ
ャ
ン
プ
で
は
満
天
の
星
の
下
で
ア
ラ
ビ
ア

料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
ほ
と
ん

ど
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
哀
愁
に
満
ち
た
ア
ラ
ブ
音
楽
に
乗
っ
て

幻
想
的
に
踊
る
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
て
ア

ラ
ビ
ア
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ツ
ア
ー
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
車
酔
い
に
終
始
し
た
苦
い
思

い
出
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

翌
日
ド
バ
イ
市
内
を
観
光
し
ま
し
た
が
、
ド

バ
イ
に
は
1
7
6
1
年
に
建
て
ら
れ
た
博
物
館

が
あ
り
、
今
の
城
砦
の
よ
う
な
博
物
館
が
オ
ー
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る
モ
ス
ク
で
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
は
ド
バ
イ
市
内
で
大
小

10
か
所
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す

が
、そ
の
う
ち
で
も
モ
ー
ル・オ
ブ・

ジ・
エ
ミ
レ
ー
ツ
は
巨
大
モ
ー
ル

で
、
ブ
ラ
ン
ド
商
品
が
沢
山
入
っ

て
い
る
エ
リ
ア
と
、
世
界
の
料
理

が
入
っ
て
い
る
エ
リ
ア
が
あ
り
ま

し
た
。
回
転
寿
司
は
見
た
だ
け
で

パ
ス
し
ま
し
た
。
他
の
日
本
料
理

や
中
華
料
理
は
な
か
な
か
美
味
で

し
た
。
し
か
し
香
辛
料
の
き
い
た

ア
ラ
ビ
ア
料
理
に
は
な
か
な
か
な

じ
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
は
大
型
ス

ー
パ
ー
の
カ
ル
フ
ー
ド
や
ド
バ
イ

で
一
番
大
き
な
ヴ
ァ
ー
ジ
ン・
メ

ガ
ス
ト
ア
も
あ
り
、
こ
こ
の
最
大

の
特
徴
は
世
界
最
大
の
人
工
ス
キ

ー
場
を
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
ガ

ラ
ス
越
し
に
の
ぞ
け
る
こ
と
で
す
。

　

建
設
途
中
で
挫
折
し
そ
う
に
な

り
ア
ブ
ダ
ビ
の
首
長
が
助
け
て
完

成
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
8
2
8
m

の
ド
バ
イ
タ
ワ
ー（
彼
の
名
を
冠

し
て
ブ
ル
ジ
ュ・
カ
リ
ハ
と
呼
ん

で
ほ
し
い
そ
う
で
す
）は
、
1
週

間
待
ち
で
チ
ケ
ッ
ト
が
買
え
ず
、

登
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
タ
ワ
ー
前
の
噴
水
シ
ョ
ー
は

音
楽
に
合
わ
せ
て
色
と
り
ど
り
の

噴
水
が
舞
い
上
が
り
、
見
事
に
音
楽
に
調
和
し

た
素
晴
ら
し
い
ウ
オ
ー
タ
ー
ダ
ン
ス
で
し
た
。

特
に
〝T

im
e to say goodbye

〟の
曲
が
一
番

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

以
上
ゴ
ル
フ
を
中
心
に
観
光
の
ス
ポ
ッ
ト
を

簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
一
度
は
ド
バ
イ
に

旅
行
し
て
異
次
元
世
界
を
体
験
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

シ
ー
ズ
ン
は
10
〜
3
月
が
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
、
日
本

の
10
月
初
旬
の
日
本
晴
れ
の
乾
燥
し
た
日
と
似
か
よ
っ

て
い
ま
す
。
日
中
は
25
〜
26
度
で
夜
は
13
度
に
な
り
ま

す
。
夕
方
か
ら
急
に
冷
え
込
ん
で
上
着
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ド
バ
イ
の
天
気
は
毎
日
晴
天
で
雲

が
な
く
、
1
年
に
3
日
位
し
か
雨
が
降
ら
ず
、
雨
が
降

る
と
お
祭
り
騒
ぎ
に
な
る
そ
う
で
す
。
5
月
〜
9
月
は

気
温
が
50
度
近
く
ま
で
上
昇
す
る
た
め
、
旅
行
に
は
適

さ
な
い
よ
う
で
す
。

交
通
は
日
本
か
ら
直
行
便
が
毎
日
関
西
空
港
か
ら
、
3

月
か
ら
は
成
田
か
ら
も
週
3
回
の
直
行
便
が
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

飛
行
機
は
一
番
人
気
の
エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
で
、
直
行
便

で
約
10
時
間
、
時
差
は
5
時
間
で
す
。
機
内
食
の
日
本

料
理
は
な
か
な
か
美
味
で
、
シ
ャ
ン
パ
ン
は
特
に
お
い

し
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
に
サ
ー
ビ
ス
も
行
き
届
い
て

お
り
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
以
上
の
シ
ー
ト
は
フ
ラ

ッ
ト
に
な
り
脚
を
伸
ば
し
て
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
機
内
は
か
な
り
冷
え
て
乾
燥
し
ま
す
の
で
セ
ー

タ
ー
、
マ
ス
ク
を
携
帯
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
は
、
タ
ク
シ
ー
、
ハ
イ
ヤ
ー
や

バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
市
内
の
移
動
は
メ
ー
タ
ー
付

き
の
タ
ク
シ
ー
が
安
価
で
便
利
で
す
。
ド
バ
イ
で
は
ト

ヨ
タ
車
が
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
が
、
タ
ク
シ
ー
は
カ

ム
リ
、
ハ
イ
ヤ
ー
は
レ
ク
サ
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

産
油
国
な
の
で
さ
す
が
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の
ホ
テ
ル
前
に
は
レ
ク
サ
ス
が

詰
め
て
お
り
、
利
用
す
る
と
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
運
転
手

が「
タ
マ
ラ
？
タ
マ
ラ
？
」と
連
発
し
、
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
と
困
惑
し
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら「
ト
ゥ
モ
ロ

ウ
」の
こ
と
で
し
た
。
翌
日
も
翌
々
日
も
予
定
を
尋
ね

ら
れ
、
ゴ
ル
フ
場
、
観
光
と
最
終
日
ま
で
送
迎
の
確
保

を（
さ
れ
？
）ま
し
た
。

通
貨
や
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、通
貨
は
デ
ィ
ル
ハ
ム（D

h

）

と
フ
ィ
ル
ス（Fils

）で
、
1D

h

は
1
0
0Fils

で
1D

h

は
約
25
円
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
ア
メ
リ
カ
ン
エ
キ
ス

プ
レ
ス
、
ダ
イ
ナ
ー
ス
・
ク
ラ
ブ
、
ビ
ザ
、
マ
ス
タ
ー
カ

ー
ド
等
で
主
要
な
ホ
テ
ル
や
大
型
有
名
店
で
利
用
で
き

ま
す
。

公
用
語
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
す
が
、
英
語
も
共
通
語
と
し

て
広
く
使
わ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
買
い
物
は
ア
ラ
ビ
ア
語

と
英
語
の
両
方
が
使
わ
れ
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社

に
は
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
、
ガ
イ
ド
が
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
重
宝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
治
安
は
世
界
で
最
も

安
全
な
国
の
一
つ
と
評
価
さ
れ
る
く
ら
い
良
好
で
す
。

お
土
産
に
は
ア
ラ
ブ
を
代
表
す
る
お
菓
子
の
デ
ー
ツ

（
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
）や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ア
ラ
ビ
ッ
ク
コ
ー

ヒ
ー
、
ス
パ
イ
ス
や
、
金
製
品
、
高
価
な
ペ
ル
シ
ャ
絨

毯
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
砂
漠
の
砂
で
作
っ
た
砂
絵

な
ど
ア
ラ
ブ
ら
し
い
お
土
産
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

費
用
は
関
空
か
ら
ド
バ
イ
へ
1
人
あ
た
り
エ
ミ
レ
ー
ツ

航
空
を
利
用
し
て
ブ
ル
ジ
ュ
・
ア
ル
・
ア
ラ
ブ
に
5
〜

6
泊
す
る
ツ
ア
ー
で
50
〜
60
万
円
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

利
用
で
プ
ラ
ス
50
万
円
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
利
用
で

プ
ラ
ス
70
万
円
と
な
り
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト
は
セ
パ
レ

ー
ト
さ
れ
る
の
で
、
カ
ッ
プ
ル
で
行
か
れ
る
な
ら
ビ
ジ

ネ
ス
で
十
分
か
と
思
い
ま
す
。
で
は
貴
兄
も
よ
き
旅
を

さ
れ
ん
こ
と
を
！

ド
バ
イ

ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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最
初
の
百
枚
位
は
ウ
ン
と
も
ス
ン
と
も
当
選
の

ト
の
字
も
な
い
。
今
年
も
矢
張
り
末
等
の
切
手

シ
ー
ト
が
何
枚
貰
え
る
か
な
あ
、
等
と
呟
き
な

が
ら
作
業
を
続
け
た
。
二
百
枚
近
く
な
っ
て
末

等
を
三
枚
発
見
出
来
た
。
ま
あ
そ
れ
で
も
当
た

り
が
出
て
き
た
な
あ
と
言
い
な
が
ら
次
か
ら
次

へ
と
調
べ
る
。
と
三
等
が
出
て
き
た
。
三
等
に

当
た
っ
た
の
は
何
年
振
り
か
で
あ
る
。
あ
あ
嬉

し
い
と
思
い
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
調
べ
て
行
く
。

す
る
と
又
三
等
が
も
う
一
枚
出
て
き
た
。
末
等

も
ボ
チ
ボ
チ
出
て
き
て
今
年
は
な
ん
と
つ
い
て

い
る
な
あ
、
と
思
っ
た
途
端
、
一
瞬
吾
が
眼
を

疑
う
事
態
が
起
こ
っ
た
。
一
等
の
番
号
が
出
て

い
る
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
は
何
と
い
う
事
、
一
瞬
思
わ
ず
息
を
呑

ん
だ
。
信
じ
ら
れ
な
い
事
が
起
こ
っ
た
。
何
度

　

お
正
月
に
は
自
宅
よ
り
徒
歩
十
五
分
位
に
あ

る
伏
見
稲
荷
大
社
へ
初
詣
で
に
行
く
事
に
し
て

い
る
。
今
年
も
年
初
三
ケ
日
は
人
出
に
恐
れ
を

な
し
て
敬
遠
し
た
が
、
四
日
に
は
今
年
一
年
の

幸
福
を
願
っ
て
敬
虔
な
る
祈
り
を
捧
げ
お
賽
銭

を
差
し
上
げ
た
。
毎
年
し
て
い
る
事
で
あ
る
が

そ
の
上
二
百
円
を
張
り
込
ん
で
御
神
籤
を
引
い

て
み
た
ら
何
と
何
と
三
十
番
大
吉
と
出
て
き
た
。

　

サ
ア
今
年
も
良
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
と
期

待
を
こ
め
て
松
の
内
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

年
賀
状
は
今
年
も
沢
山
頂
戴
し
た
。
輪
ゴ
ム
で

括
っ
て
座
敷
机
の
横
に
置
い
て
何
時
で
も
調
べ

ら
れ
る
様
に
し
て
あ
っ
た
が
、
籤
の
当
選
発
表

の
日
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
当
選
番
号
の
載
っ
た

新
聞
も
何
処
か
へ
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
月
下

旬
に
な
っ
て
京
都
の
中
央
郵
便
局
へ
は
が
き
を

買
い
に
立
ち
寄
っ
た
ら
当
選
番
号
を
記
載
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
っ
た
。
コ
レ
ハ
コ

レ
ハ
と
早
速
一
枚
頂
戴
し
家
に
持
っ
て
帰
っ
た
。

　

夕
食
後
暇
が
出
来
た
の
で
見
え
な
い
老
眼
を

励
ま
し
て
年
賀
は
が
き
の
番
号
を
調
べ
て
み
た
。

お
稲
荷
様
の
御
利
益
！

こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
す
！

年
賀
は
が
き
の
大
当
た
り
！

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

京
都
保
事
協
　
松ま

つ

井い 

昭あ
き

男お

挿
絵
／
保
事
協
事
務
局
長
　
大
森
俊
次

旅
の
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

伏見稲荷大社正面
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番
号
を
見
直
し
て
も
間
違
い
な
い
。
老
妻
と
二

人
き
り
の
所
帯
、
大
声
出
し
て
呼
び
寄
せ
て
確

か
め
あ
っ
て
差
出
人
を
見
れ
ば
吾
が
息
子
。
不

思
議
な
出
来
事
に
二
人
と
も
唖
然
と
し
て
声
な

し
の
状
態
で
あ
っ
た
。
翌
日
愚
息
に
電
話
す
れ

ば
吃き

っ

驚き
ょ
う

と
大
喜
び
、
孫
と
嫁
と
三
人
で「
一
生

の
親
孝
行
が
こ
れ
で
済
ん
だ
、
バ
ン
ザ
イ
。
」と

吐
か
し
よ
っ
た
。

　

家
族
中
で
何
を
云
う
て
い
て
も
大
喜
び
に
変

わ
り
は
な
い
。
早
速
郵
便
局
へ
全
部
の
当
た
り

は
が
き
を
持
っ
て
行
っ
た
。
受
付
の
オ
ネ
エ
チ

ャ
ン
が
吃
驚
し
た
顔
し
て
、「
こ
れ
だ
け
一
度

に
当
選
さ
れ
た
の
は
こ
の
郵
便
局
始
ま
っ
て
以

来
で
す
。
握
手
し
て
下
さ
い
。
福
下
さ
い
。」お

ま
け
に
上
司
を
呼
び
寄
せ
て
握
手
し
て
貰
い
な

さ
い
と
云
っ
て
上
司
と
も
握
手
を
さ
せ
ら
れ
た
。

　

当
日
カ
タ
ロ
グ
を
み
て
記
入
し
提
出
し
た
。

旬
日
後
シ
ャ
ー
プ
の
京
都
営
業
所
よ
り
連
絡
が

あ
り
、
ブ
ル
ー
レ
イ
付
き
地
デ
ジ
の
大
き
い
テ

レ
ビ
が
納
入
さ
れ
た
。
今
ま
で
の
古
い
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
は
も
う
見
る
に
耐
え
な
い
。
一
生
に

一
度
で
あ
ろ
う
幸
運
に
舞
い
込
ま
れ
た
の
も
日

頃
伏
見
稲
荷
大
社
を
信
仰
し
て
い
る
ご
利
益
に

違
い
な
い
と
信
じ
て
い
る
。

　

全
医
協
連
加
盟
の
各
組
合
の
先
生
方
が
京
都

に
御
出
で
の
節
に
は
、
つ
い
で
で
も
宜
し
い
か

ら
是
非
伏
見
稲
荷
大
社
に
参
拝
さ
れ
る
様
お
薦

め
し
ま
す
。
唯
念
の
為
に
申
し
て
お
き
ま
す
が
、

私
の
様
な
非
科
学
的
頭
脳
の
持
ち
主
の
云
う
こ

と
を
信
じ
て
戴
け
る
か
ど
う
か
は
、
先
生
方
の

判
断
に
お
任
せ
致
し
ま
す
。

“社会の窓”を閉めるのも忘れて喜んでいます
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〈第3回〉

大森　俊次
（京都保事協/事務局長）

 おお もり しゅん じ

歴史の現場に立って

　

昨
秋
、
仙
台
内
科
医
会
の
高
橋
先
生
か
ら
の

お
招
き
で
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
開
会
前
に
少
し
時
間
が
あ
っ
た

の
で
、
青
葉
城
址
を
訪
れ
広
瀬
川
の
流
れ
を
ス

ケ
ッ
チ
し
た
。
暮
れ
ゆ
く
逆
光
に
ス
ス
キ
の
穂

が
白
く
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
川
原
に

佇
み
な
が
ら
、
独
眼
竜
政
宗
は
天
下
へ
の
野
望

を
燃
や
し
、
原
田
甲
斐
は
伊
達
62
万
石
安
泰
の

秘
策
を
練
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
歴
史
の

現
場
に
立
っ
て
、胸
を
熱
く
し
な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ

す
る
ひ
と
と
き
が
僕
に
は
た
ま
ら
な
く
楽
し
い
。

　

下
関
は
川
浪
師
匠
の
故
郷
な
の
で
、
こ
れ
ま
で

に
何
回
も
連
れ
て
帰
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
今
回

は
僕
ひ
と
り
夜
明
け
の
壇
ノ
浦
で
1
1
8
5
年

（
寿
永
4
年
）の
源
平
最
後
の
合
戦
を
思
い
浮
か

べ
つ
つ
絵
筆
を
走
ら
せ
た
。
若
い
頃
は
勝
者
の

源
氏
側
に
心
を
寄
せ
て
い
た
が
、
年
を
経
る
ご

と
に
敗
者
の
平
家
側
に
思
い
が
傾
い
て
ゆ
く
の

は
、
き
っ
と
滅
び
の
美
学
に
ひ
か
れ
る
年
齢
に

な
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
決
戦
の
地
・
早
鞆

の
瀬
を
眺
め
て
い
る
と
、
波
間
に
平
家
の
赤
旗

が
浮
か
び
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
だ
っ
た
。

仙
台

壇
ノ
浦
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高
速
道
路
や
新
幹
線
が
集
ま
る
関
ヶ
原
だ

が
、
石
田
三
成
が
本
陣
を
構
え
た
笹
尾
山
付
近

だ
け
は
木
柵
に
囲
ま
れ「
大
一
大
万
大
吉
」の
旗

指
物
が
立
ち
、
往
時
の
雰
囲
気
を
残
し
て
い
る
。

三
成
の
掲
げ
た
こ
の
文
字
は「
一
人
は
万
人
の

た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
」を
意
味
す
る

と
も
言
わ
れ
る
か
ら
、
三
成
は
協
同
組
合
の
精

神
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
言
え
ば
、
彼
が
手
腕
を
発
揮
し
た
佐
和
山

城
下
で
の
経
済
政
策
に
は
、
手
工
業
者
や
商
人

た
ち
の
育
成
施
策
も
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　

1
8
6
0
年（
安
政
7
年
）3
月
3
日
、
雪
降

り
し
き
る
桜
田
門
外
で
井
伊
直
弼
が
暗
殺
さ
れ

た
。
水
戸
藩
士
・
関
鉄
之
介
の
足
跡
に
沿
っ
て
事

件
を
描
い
た
吉
村
昭
の
小
説『
桜
田
門
外
ノ
変
』

が
映
画
化
・
公
開
さ
れ
る
。
襲
撃
の
合
図
の
銃
声

が
響
き
わ
た
り
、
井
伊
大
老
の
首
級
と
共
に
幕

末
騒
乱
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。
そ
ん
な

血
生
臭
い
桜
田
門
も
、
今
で
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ラ

ン
ナ
ー
や
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
の
ど
か

な
堀
端
で
、
恐
い
顔
で
動
乱
の
歴
史
に
思
い
馳

せ
て
い
る
時
代
錯
誤
オ
ヤ
ジ
は
僕
だ
け
か
い
な
。

　

日
本
最
後
の
内
戦
と
言
わ
れ
る
1
8
7
8
年

（
明
治
10
年
）の
西
南
戦
争
。最
後
は
ふ
る
さ
と
の

城
山
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
西
郷
軍
の
兵
士
た
ち

は
、桜
島
の
噴
煙
を
ど
ん
な
思
い
で
見
た
の
だ
ろ

う
。「
わ
が
胸
の
燃
え
る
思
い
に
比
ぶ
れ
ば
煙
は

薄
し
桜
島
山
」と
憂
国
の
志
士
・
平
野
国
臣
が
詠

ん
だ
時
か
ら
激
動
の
日
々
を
経
て
、
明
治
日
本

は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
向
お
う
と
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
西
郷
隆
盛
も
大
久
保
利
通
も
去
り
、
や

が
て
大
河
内
傳
次
郎
も
月
形
龍
之
介
も
大
友
柳

太
朗
も
忘
れ
ら
れ
る
の
か
な
。サ
ビ
シ
イ
!

関
ケ
原

桜
田
門

桜
島
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五
兵
衛
の
モ
デ
ル
は
濱
口
儀
兵
衛（
梧
陵
）で

あ
り（
写
真
２
）、
彼
の
真
の
偉
業
は
、
そ
の
後

私
財
を
投
じ
て
防
潮
堤
の
建
設
を
発
案
し
、
津

波
に
よ
っ
て
住
む
所
を
奪
わ
れ
、
虚
脱
状
態
に

あ
っ
た
村
人
と
共
に
建
設
に
勤
め
、
現
代
風
に

言
え
ば
災
害
後
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も
行
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

こ
の
防
潮
堤
は
現
在
も
広
川
堤
防
と
し
て
健

在
で
、
散
策
路
と
な
っ
て
い
る
し
、
昭
和
23
年

12
月
の
東
南
海
・
南
海
地
震
に
伴
う
大
津
波
か

ら
も
広
川
町
の
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
近
年
東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生

が
予
測
さ
れ
て
い
る
中
、
津
波
か
ら
身
を
守
る

避
難
路
確
保
や
防
災
設
備
の
必
要
性
・
重
要
性
、

さ
ら
に
は
大
災
害
後
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
ま
で
を

１
５
０
年
以
上
前
に
提
起
し
た
こ
と
は
特
筆
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
事
実
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ

は
、
地
震
・
津
波
の
防
災
資
料
と
し
て
配
布
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は

以
外
と
こ
の
物
語
を
知
る
人
は
少
な
い
。
２
０

０
５
年
イ
ン
ド
洋
大
津
波
後
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

開
催
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
緊
急
首
脳

会
議
に
出
席
し
た
当
時
の
小
泉
首
相
が
他
国
の

首
相
か
ら
、
日
本
の
教
材
に
は「
稲
む
ら
の
火
」

が
あ
り
、
小
さ
い
頃
か
ら
津
波
対
策
を
教
え
て

い
る
ら
し
い
と
問
わ
れ
た
が
、
小
泉
さ
ん
も
、

『「
こ
れ
は
、
た
だ
事
で
は
な
い
」と
つ
ぶ
や

き
な
が
ら
、
五
兵
衛
は
家
か
ら
で
て
き
た
。（
中

略
）村
か
ら
海
へ
移
し
た
五
兵
衛
の
目
は
、
忽

ち
そ
こ
に
吸
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
風
と
は

反
対
に
波
が
沖
へ
沖
へ
と
動
い
て
い
る
。
見
る

見
る
海
岸
に
は
広
い
白
い
砂
や
黒
い
岩
底
が
現

れ
て
来
た
。「
大
変
だ
。
津
波
が
や
っ
て
来
る
に

違
ひ
な
い
。
」と
、
五
兵
衛
は
思
っ
た
。
』…
こ

れ
は
尋
常
小
学
国
語
読
本
巻
十（
1
9
3
7
～

1
9
4
7
）に
掲
載
さ
れ
た「
稲
む
ら
の
火
」の

一
節
で
あ
る（
写
真
１
）。
五
兵
衛
は
そ
の
後
松

明
で
自
分
の
畑
の
稲
む
ら
に
火
を
放
ち
、
そ
の

火
に
気
づ
い
た
村
人
が
五
兵
衛（
村
の
庄
屋
で

あ
っ
た
）の
家
が
あ
る
高
台
に
駆
け
つ
け
、
津

波
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
助
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。

「
稲
む
ら（
稲
叢
）」と
は
収
穫
し
た
稲
束
を
天

日
で
干
す
た
め
に
稲
架（
は
さ
）に
架
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
脱
穀
後
の
稲
藁
を
積
み
上
げ

た
も
の
も「
稲
む
ら
」と
も
呼
ぶ
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
貴
重
な
農
産
物
に
火
を
放
っ
て
村
人
の
命

を
救
っ
た
物
語
で
、
小
泉
八
雲
が「A

 L
iving 

G
od

」と
し
て
発
表
し
た（
１
８
９
６
）著
作
に

感
動
し
た
中
井
常
蔵（
物
語
の
舞
台
で
あ
る
広

川
村
出
身
）が
翻
訳
・
再
話
し
た
も
の
が
、
尋
常

小
学
校
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
。

郷
土
生
ま
れ
の
お
勧
め
の
品

稲
む
ら
の
火
、
稲
む
ら
い
と

全
医
協
連
常
務
理
事
　

三
好 

壮
一

写真２ 写真１
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と
に
な
っ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た（
平
成
22
年

５
月
７
日
、
毎
日
新
聞
夕
刊
）。
関
西
大
学
社
会

安
全
学
部
長 

河
田 

恵
昭
氏
は「
私
財
で
堤
防
を

建
設
し
、
復
興
事
業
に
取
り
組
ん
だ
業
績
こ
そ

意
義
深
い
」と
話
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
住
民

の
避
難
を
助
け
、
津
波
に
よ
る
直
接
の
人
命
被

害
を
最
小
に
止
め
る
と
と
も
に
、
現
在
に
も
十

分
通
用
す
る
災
害
後
の
ケ
ア
、
そ
の
後
の
災
害

対
策
ま
で
考
え
た
浜
口
伍
稜
の
伝
記
は
、
我
々

日
本
人
全
て
が
知
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

和
歌
山
県
広
川
町
に
は
百
世
の
安
堵
を
図
れ

と
説
い
た
濱
口
梧
陵
記
念
館
と
併
設
さ
れ
て
い

る
津
波
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー「
稲
む
ら
の
火
の

館
」が
あ
り
、
私
も
数
度
訪
れ
た
が
、
資
料
も
豊

富
で
、
一
見
の
価
値
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で「
稲
む
ら
の
火
の
館
」、「
濱
口
梧
陵
」で
検

索
す
れ
ば
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
郷
土
生
ま
れ
の
防
災
・

防
犯
グ
ッ
ズ
を
紹
介
さ
せ
て
頂
こ
う
。「
稲
む
ら

の
火
の
館
」に
も
防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
展
示
さ

れ
て
い
る「
稲
む
ら
い
と
」で
あ
る（
写
真
３
）。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
製
品
の
名
前
は「
稲

照
会
を
し
た
文
部
科
学
省
で
も
誰
も
知
ら
な
か

っ
た
と
い
う
逸
話
す
ら
あ
る
。

最
近
こ
の「
稲
む
ら
の
火
」が
64
年
ぶ
り
に

「
百
年
後
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
」と
い
う
表
題
で

小
学
５
年
生
の
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
こ

む
ら
の
火
」か
ら
命
名
さ
れ
た
も
の
で
、
県
主
催

の
第
１
回
現
代
版「
稲
む
ら
の
火
」コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
作
品
賞
を
受
賞
し
た（
平
成
17
年
12
月
）。

和
歌
山
市
内
で
家
内
工
業
的
な
会
社
で
考
案

製
造
さ
れ
て
い
る
小
型
照
明
器
具
で
あ
る
が
、

L
E
D
使
用
に
よ
り
単
４
型
乾
電
池
３
個
で
最

大
12
万
ル
ク
ス
の
照
度
が
得
ら
れ
、
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
て
も
微
光
が
約
２
年
間
消
え
な
い
の
で

暗
闇
で
も
探
し
や
す
い
特
徴
が
あ
る（
写
真
４
）。

ま
た
、
ク
リ
ッ
プ
が
付
い
て
い
る
の
で
照
ら
し

な
が
ら
両
手
が
自
由
に
使
え
る
利
点
も
あ
る

（
写
真
５
）。
こ
の
利
点
を
生
か
し
た
ポ
リ
ス
ラ

イ
ト
と
い
う
製
品
も
あ
る
。

私
は
、
自
宅
の
枕
元
、
自
動
車
内
に
常
備（
写

真
６
）、
旅
行
バ
ッ
グ
に
も
常
に
い
れ
て
い
る
。

幸
い
に
も
暗
闇
に
取
り
残
さ
れ
た
り
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
災
害
時
停
電
の
中
で
も
パ
ニ
ッ
ク

に
な
ら
な
い
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。
車
の
中

で
探
し
物
を
し
た
り
、
書
類
を
見
る
の
に
も
便

利（http://www.jtw.zaq.ne.jp/cfbwq106/

）。

催
し
の
際
の
引
き
出
物
、
記
念
品
と
し
て
も
手

頃
な
一
品
で
あ
る
。
購
入
に
関
し
て
は
、
和
歌

山
県
医
師
協
同
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

写真３写真４

写真５

写真６
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華麗なる休日
いつまでも、心地よく寛ぎたい、そんな我侭を
すんなりと叶えてくれる宿が、ここにある

彫
刻
の
森

彫刻の森美術館

箱根小涌園
ユネッサン

小涌園
宮ノ下温泉

芦ノ湖 箱根湯本

早川

強羅 御殿場

箱根・翠松園

小涌谷

宮ノ下

箱根登山鉄道

国道1号線

国道138号線

アクセス
［お車でお越しの場合］
東名高速利用
東京 → 厚木IC → 小田原厚木道路 → 国道1号

約1時間50分
御殿場IC → 国道138号 → 国道1号　約40分
［電車でお越しの場合］
東京 → 小田原 → 小涌谷駅
名古屋 → 小田原 → 小涌谷駅

●箱根・翠松園、熱海・ふふについては─
直通連絡先　Tel：070-5693-5179
医師協同組合様担当　中西

（福岡医師協同組合指定店）

静岡県熱海市水口町11-48
Tel： 0557-86-3646　Fax： 0557-81-2363

【HP】　www.atamifufu.jp

【営業時間】　チェックイン１５：００　　チェックアウト１１：００
【料　　金】　2名一室利用時　お一人様料金 ￥39,650～
　　　　　　（夕・朝食付き、入湯税込み）

全室ラグジュアリースイートの客室 客室露天風呂、大浴場もすべて 自家源泉かけ流し

エントランス　至福の空間へのアプローチ
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全国温泉巡り

大自然と戯れ、
静謐のひとときを過ごす
懐かしき日本の「心」がここにある

緑深き 雄大な自然の箱根 小涌
谷 に佇む、ラグジュアリー旅館

『箱根・翠松園』。
開業から２年だが、早くも「名

旅館」の評価を得ている。「箱根・
翠松園」の名前の由来はかつて三
井財閥の別荘として知られた国登
録有形文化財「三井 翠松園」を敷
地内にそのまま残したことによる。
自然と共生を感じさせる3,000坪
の起伏に富んだ敷地には、竹の青
が染みる「竹の塔」、紅葉が見事な

「紅の塔」など、６塔が配置され、
中庭を眺めるだけで、心安らぐ自
然環境を有している。23室ある客
室はゆとりの広さを持ち、全室自
家源泉掛け流し露天風呂付き。テ
レビが完備されており、ゆったり
と温泉を楽しむことができる。タ

イプによりジャグジーやミストサ
ウナも完備。館内にはサウナ付浴
場も完備されている。

お食事は料理長の厳選素材を活
かした懐石料理と鉄板焼きからチ
ョイス。ラウンジBARも併設され
ている。

SPAは世界を代表する高級コス
メティックブランド『sisley シス
レー』。「即効性」と「安全性」を何
よりも重んじ、植物が肌にもたら
す力を無限大に引き出すシスレー
製品の効果を、余すところなく体
感していただけるトリートメント
メニューを揃える。肌を知り尽く
したスペシャリストによるカウン
セリングの後、肌質に合わせコー
スを選ぶことができる。究極のリ
ラクゼーションで、至福の時を演

出してくれる。最寄り駅「小涌谷」
からの送迎はラグジュアリーカー、
レクサスでおこなわれ、駅からの
アクセスも快適そのものだ。

自然との共生　3,000坪の起伏に富んだ敷地

箱根の雄大な自然の中に
たたずむエントランス

樹齢300年の紅葉がお庭にある
国登録有形文化財 レストラン「紅葉」

全室 自家源泉かけ流しの露天風呂完備

『 sisley シスレー』のSPAサロン

神奈川県足柄下郡箱根町小涌谷519-9
Tel：0460-86-0852　Fax：0460-87-4000

【HP】　www.hakonesuishoen.jp

【営業時間】　チェックイン１５：００　　チェックアウト１１：００
【料　　金】　2名一室利用時　お一人様料金 ￥39,650～
　　　　　　（夕・朝食付き、入湯税込み）
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書籍紹介
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◆
著
者 

─ 

山
崎
豊
子

◆
発
行
所 

─ 

文
藝
春
秋

◆
定
価 

─   

一
、五
二
四
円（
税
別
）

復
帰
に
際
し
て
の
密
約
の
う
ち
、
沖
縄
返
還
時
の
米

軍
用
地
原
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
関
す
る
密

約
が
あ
る
。
西
山
太
吉
氏（
元
毎
日
新
聞
記
者
）は
こ

の
補
償
費
4
0
0
万
ド
ル
日
本
側
肩
代
わ
り
の
密
約

を
暴
露
し
た
。
去
年
夏
ま
で
の
歴
代
閣
僚
は
国
会
答

弁
で
、
密
約
メ
モ
の
存
在
を
否
定
し
て
き
た
が
、
昨

年
8
月
末
の
政
権
交
代
の
後
、
外
務
省
有
識
者
委
員

会
は
こ
の
密
約
メ
モ
存
在
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
今

年
4
月
9
日
、
東
京
地
裁
で
沖
縄
密
約
訴
訟
の
裁
判

で
、
国
側
に
情
報
開
示
せ
よ
と
の
判
決
が
下
さ
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
さ
に
政
権
が
変
わ
る
と

真
実
の
歴
史
が
ま
た
変
わ
る
の
で
あ
る
。
米
国
公
文

書
館
か
ら
沖
縄
返
還
時
の
密
約
に
関
す
る
外
交
文
書

が
見
つ
か
り
、
真
実
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
小
説
で
、
弓
成
記
者
は
外
務
省
の
安
西
審
議
官

の
部
下
で
あ
る
妙
齢
の
三
木
昭
子
事
務
官
を
経
由
し

　

こ
の
作
品
は
、
事
実
を
取
材
し
、
小
説
的
に
構
築

し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
「
沖
縄
の
返
還
な
く
し
て
、
日
本
の
戦
後
は
終
わ

ら
な
い
」の
名
台
詞
を
残
し
た
佐
藤
栄
作
総
理
大
臣

は
佐
橋
総
理
大
臣
と
し
て
登
場
す
る
。
登
場
人
物
は
、

実
名
の
政
治
家
を
一
部
改
名
し
て
お
り
、
そ
の
都
度

実
在
人
物
の
名
前
に
変
換
し
て
読
ん
で
い
く
こ
と
に

な
る
。
昨
今
、
沖
縄
の
普
天
間
基
地
移
転
問
題
で
、

全
国
的
に
毎
日
話
題
に
上
が
っ
て
い
る
沖
縄
が
テ
ー

マ
の
小
説
で
あ
る
。

　

毎
朝
新
聞
政
治
部
の
外
務
省
詰
キ
ャ
ッ
プ
、
弓
成

亮
太
は
他
紙
記
者
も
一
目
を
置
く
人
物
で
あ
る
。
沖

縄
返
還
に
関
し
て
、
日
米
の
交
渉
過
程
に
お
け
る
外

交
書
簡
の
電
文
が
主
人
公
記
者
に
よ
っ
て
漏
れ
て
し

ま
う
、
い
わ
ゆ
る
外
務
省
機
密
漏
洩
事
件
で
あ
る
。

　

史
実
で
は
、
3
億
2
千
万
ド
ル
か
け
た
沖
縄
日
本

て
、
こ
の
外
交
機
密
電
信
文
を
手
に
入
れ
た
。
ニ
ュ

ー
ス
ソ
ー
ス
を
絶
対
に
明
か
さ
な
い
不
文
律
を
信
条

と
し
て
い
る
記
者
か
ら
な
ぜ
か
野
党
議
員
の
手
に
。

国
民
を
欺
い
た
返
還
で
あ
る
と
し
て
、
政
府
を
追
及

す
る
手
段
と
し
て
電
信
文
コ
ピ
ー
が
利
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
国
家
は
機
密
漏
洩
事
件
と
し
て
徹
底
的
に

対
立
し
、
主
人
公
を
追
い
詰
め
て
い
く
。
マ
ス
コ
ミ

は
知
る
権
利
と
し
て
正
当
性
を
訴
え
る
が
、
警
察
は

「
国
家
公
務
員
法
1
1
1
条
違
反
」で
弓
成
を
逮
捕
し

た
。
同
法
と
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密

を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
た
国
家
公
務
員
に

対
し
て
、
そ
そ
の
か
し
又
は
幇
助
を
し
た
罪
と
い
う

こ
と
。
東
京
地
裁
で
は
弓
成
は
無
罪
と
な
る
が
、
高

等
裁
判
へ
と
移
り
、
検
察
局
の
狙
い
通
り
、
情
を
通

し
て
得
た
情
報
に
対
し
て
有
罪
と
す
る
。
さ
ら
に
最

高
裁
で
も
控
訴
棄
却
さ
れ
、
主
人
公
は
転
落
の
人
生

へ
、
実
家
の
倒
産
、
家
庭
も
ま
た
犠
牲
に
な
る
ス
ト

ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
、
沖
縄
ま
で
流
れ

着
い
て
か
ら
、
日
本
唯
一
地
上
戦
が
あ
っ
た
沖
縄
の

悲
劇
、
米
軍
人
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
、
普
天
間
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故
等
、
米
軍
基
地
が
ら
み
の
事

件
が
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
沖
縄
の
現
状
に
対
し
、

運
命
の
人
弓
成
は
再
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

使
命
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
て
い

く
。「
沖
縄
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
こ
の
国
の
歪
み
が

見
え
て
く
る
。
そ
れ
に
も
っ
と
多
く
の
本
土
の
国
民

が
気
づ
き
、
声
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
、
書
い

て
知
ら
せ
る
と
い
う
私
な
り
の
方
法
で
、
そ
の
役
割

の
一
端
を
担
っ
て
行
こ
う
」と
。
普
天
間
基
地
移
転

問
題
に
も
一
石
を
投
じ
る
小
説
で
あ
る
。

（
広
報
部
部
会
員  

真
栄
田
篤
彦
）
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『
運
命
の
人
』（
全
4
巻
）



「熱演」

「羽田夕景」

三好 壮一（和歌山市）

▼
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JMC ギャラリー《作品をお寄せください。写真、絵画・スケッチ、イラスト、書などジャンルを問わず歓迎します。（事務局）》

坂西 義人（東京都）
「春の山野草」

▼

三好 壮一（和歌山市）

▼
うらしまそう…釣り糸が見えますか？ いちりんそう…やっと咲きました

むさしあぶみ…ちょっと不気味 やまぶきそう…今年はちょっとさみしい

ナルコユリ ゆきざさ
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